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日
販
協
か
ら
発
信

皆
で
生
き
残
る

会
員
代
表
の
春
日
理
事

１．世界に誇る戸別配達制度を堅持し
わが国の政治・経済・文化の発展
と民主主義の擁護に貢献する

２．新聞の持つ公器性に基づき公正な
販売を期する

３．新聞販売店共通の目的である経営
の健全化を追求する

大阪市北区与力町１-５
与力町パークビル７階
電話０６（６４５０）５６７１/FAX０６（６４５０）５６７２
npk-kinki２＠vivid.ocn.ne.jp

発行責任者 小西 康弘
広報委員長 岩田 達承

議
決
権
９
６
８
の
う
ち
７
９

９
が
行
使
さ
れ
、
定
款
で
定
め

る
過
半
数
を
超
え
た
た
め
総
会

は
成
立
。
辻
昭
彦
専
務
理
事
総

務
・
統
括
（
京
都
・
羽
拍
子
）

の
司
会
進
行
で
行
わ
れ
た
。

前
理
事
長
の
真
辺
譲
司
氏

（
毎
日
・
西
明
石
）
は
こ
の
総

会
ま
で
の
任
期
だ
っ
た
が
、
今

年
２
月
末
で
廃
業
し
理
事
長
を

退
任
し
た
た
め
、
３
月
以
降
は

小
西
副
理
事
長
が
理
事
長
職
を

代
行
し
て
き
た
。

開
会
の
挨
拶
に
立
っ
た
小
西

副
理
事
長
は
、
２
０
２
５
年
度

の
日
販
協
近
畿
が
、折
込
・
販
売

手
数
料
の
増
額
交
渉
、
休
刊
日

増
設
の
要
請
、
熱
中
症
対
策
の

徹
底
、
広
報
体
制
の
刷
新
、
献

血
活
動
の
継
続
、「
ニ
ュ
ー
す
べ

教
」
の
制
度
設
計
な
ど
幅
広
い

事
業
に
取
り
組
ん
だ
と
報
告
。

各
支
部
に
お
い
て
は
献
血
活
動

や
学
校
図
書
整
備
費
活
用
促
進

な
ど
地
域
に
根
付
い
た
取
り
組

み
を
継
続
し
た
と
し
て
「
地
域

に
貢
献
す
る
皆
さ
ま
の
活
動
は

心
強
く
感
じ
る
。
皆
さ
ま
の
ご

支
援
と
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上

げ
る
」
と
謝
辞
を
述
べ
た
。

議
長
に
吉
岡
大
輔
常
任
理
事

（
読
売
・
高
槻
南
）
を
選
出
。

２５
年
度
事
業
報
告
、
同
決
算
報

告
、
同
監
査
報
告
、
新
理
事
・

新
監
事
選
任
、
２６
年
度
事
業
計

画
、
同
収
支
予
算
案
を
す
べ
て

承
認
し
た
。

２
０
２
６
年
度
の
日
販
協
近

畿
は
、「
経
営
基
盤
の
再
建
」

と
「
持
続
可
能
な
戸
別
配
達
網

の
維
持
」を
最
優
先
課
題
と
し
、

折
込
・
販
売
手
数
料
の
増
額
交

渉
、
休
刊
日
制
度
改
革
、
労
務

環
境
改
善
、
広
報
体
制
強
化
、

支
部
と
の
直
接
対
話
の
拡
充
を

柱
と
し
て
事
業
を
推
進
す
る
。

ま
た
、
毎
月
大
阪
で
開
催
し

て
き
た
理
事
会
を
年
５
回
（
７

月
、
９
月
、
１１
月
、
１
月
、
２

月
）に
集
約
。理
事
会
が
開
催
さ

れ
な
い
８
月
、
１０
月
、
１２
月
、

３
月
は
、
専
務
理
事
が
各
支
部

会
へ
出
向
き
、
支
部
の
意
見
を

傾
聴
す
る
こ
と
で
現
場
の
課
題

を
迅
速
に
把
握
し
、
支
部
間
の

温
度
差
を
な
く
す
こ
と
に
努
め

る
と
と
も
に
会
員
減
少
に
対
す

る
危
機
感
を
共
有
し
て
い
く
。

な
お
、
今
年
４
月
現
在
の
会
員

数
は
前
年
比
１
３
２
店
舗
減
の

１
５
６
１（
支
店
含
む
）と
な
っ

て
い
る
。

通
常
総
会
後
に
行
わ
れ
た
臨

時
理
事
会
で
次
の
執
行
部
体
制

が
決
ま
っ
た
。

理
事
長
�
小
西
康
弘
（
読

売
・
柏
原
）
▽
副
理
事
長
�
山

田
秀
基（
神
戸
・
垂
水
東
販
売
）

▽
専
務
理
事
総
務
・
統
括
�
吉

岡
大
輔
（
読
売
・
高
槻
南
）
▽

専
務
理
事
�
岩
田
達
承
（
朝

日
・
千
里
山
）、
保
田
満
範（
産

経
・
大
正
南
）、
桐
山
政
孝（
毎

日
・
西
和
）、
安
蒜
泰
久
（
京

都
・
安
曇
川
）、
大
塚
玲
（
日

経
・
九
条
）

発
行
本
社
幹
部
ら
来
賓
を
招

き
、
小
西
新
理
事
長
が
就
任
の

挨
拶
に
立
っ
た
。
ま
た
、
公
益

社
団
法
人
日
本
新
聞
販
売
協
会

（
日
販
協
全
国
本
部
）
の
岩
城

善
之
会
長
、
関
西
五
日
会
の
代

表
幹
事
を
務
め
る
毎
日
新
聞
大

阪
本
社
・
楠
本
哲
也
販
売
担
当

局
長
が
祝
辞
を
述
べ
た
。

会
員
代
表
と
し
て
春
日
貴
司

理
事
（
京
都
市
・
京
都
府
南
部

支
部
長
、読
売
・
宇
治
大
久
保
）

が
意
見
発
表
。「
京
都
市
支
部

と
京
都
府
南
部
支
部
が
合
併
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
両
方
の

様
々
な
意
見
を
取
り
入
れ
て
２

倍
、
３
倍
の
力
に
な
る
と
信
じ

て
い
る
。
本
当
に
業
界
は
厳
し

い
が
、
私
は
折
込
・
販
売
手
数

料
の
増
額
交
渉
、
週
１
回
の
休

刊
日
が
特
に
大
事
だ
と
思
う
。

日
販
協
か
ら
発
信
し
、
従
業
員

を
含
め
て
皆
さ
ん
と
生
き
残
り

た
い
」
と
呼
び
か
け
た
。

（
各
氏
の
挨
拶
は
２
面
）

一
般
社
団
法
人
日
本
新
聞
販
売
協
会
近
畿
（
略
称
・
日
販
協

近
畿
）
は
６
月
１０
日
、
大
阪
市
北
区
の
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
大
阪

で
第
３
回
通
常
総
会
を
開
催
し
、
新
理
事
長
に
小
西
康
弘
副
理

事
長
（
読
売
・
柏
原
）
を
選
ん
だ
。
任
期
は
２
年
。
小
西
氏
は

就
任
の
挨
拶
で
、
支
部
と
の
直
接
対
話
を
増
や
す
こ
と
で
現
場

の
声
を
協
会
運
営
に
反
映
す
る
と
し
、「
地
域
特
有
の
課
題
や

ご
意
見
を
聞
か
せ
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
か
け
た
。

第３回通常総会を開催 小西体制スタート第３回通常総会を開催 小西体制スタート

理事ら約７０人が出席した第３回通常総会と臨時理事会（６月１０日、大阪市北区のガーデンシティクラブ大阪）

日販協近畿報
一般社団法人日本新聞販売協会近畿

２０２６年度も手数料増額、休刊日増設を訴える

https : //nippankyo-kinki.com

春日理事

日
販
協
綱
領
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